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トルコにおける2012年義務教育改革
─宗教関連選択科目の新設とイマーム・ハティプ中学校の再開に注目して─

宮 崎 元 裕
（教育学科准教授）

はじめに
トルコでは2012年に義務教育期間を12年（従

来は 8 年）に延長する教育改革が行われた。同
時に，教育内容の変更や以前廃止されていた宗
教関連の中学校（イマーム・ハティプ中学校）
の再開など様々な改革が行われている。本稿で
は，特に，宗教関連選択科目の新設とイマー
ム・ハティプ中学校の再開に注目して，2012年
の義務教育改革がトルコの宗教教育にどのよう
な影響を与える可能性があるのかについて検討
する。

1 ．2012年義務教育改革の概要
2012年にトルコでは義務教育期間を 8 年から

12年に延長する教育改革が行われた。トルコで
は，1997年に義務教育期間を 5 年から 8 年に延
長する教育改革が行われており，15年の間に，
義務教育期間は， 5 年から 8 年， 8 年から12年
へと延長されたことになる。

この義務教育期間の延長に伴い，教育制度・
教育内容にも大きな変更が加えられている。

1997年以後の初等・中等教育は，初等教育学
校 8 年，高校 4 年の12年制だったが，2012年の
改革によって，小学校 4 年，中学校 4 年，高校
4 年の12年制になった。小学校，中学校，高校
の 3 つに区分されているという点では，1997年
以前の制度（小学校 5 年，中学校 3 年，高校 3
～ 4 年）と共通しているが，それぞれの学校の
年限は1997年以前と異なり1997年以前の制度に
戻ったわけではなく，新たな区分が採用されて
いる。

さらに，就学年齢を従来の月齢72ヶ月（ 6

歳）から60ヶ月（ 5 歳）に引き下げた。ただし，
60～66ヶ月の就学は保護者の任意とされ，月齢
66ヶ月以上の就学は義務とされている（MEB, 
2012a）。

また，2012年の教育改革で，中学校のカリ
キュラムに多数の選択科目が設けられたことも
大きな特徴である。2012年の中学校のカリキュ
ラムは表 1 の通りで，表 3 の2005年のカリキュ
ラム（第 5 ～ 8 学年）と比較すると，選択科目
の内容・時間数が大幅に増加していることがわ
かる。

なお，小学校においては，2012年のカリキュ
ラム（表 4 ）と2005年のカリキュラム（表 3 の
第 1 ～ 4 学年）を比較するとわかるように，選
択科目の大きな増加は見られない。「トルコ語」

「生活」「芸術」「音楽」の時間数の減少と「数
学」「体育」の時間数の増加などが変化してい
る点である。特に，第 1 ～ 3 学年において「体
育」の時間数が大きく増加している。

さらに，1997年の義務教育改革の際に廃止さ
れた，（宗教教科を重視する）イマーム・ハ
ティプ中学校が再開されたことも大きな変更点
である。イマーム・ハティプ中学校のカリキュ
ラムは表 2 の通りである。表 1 の普通中学校に
比べると，普通中学校で選択科目として設けら
れている「クルアーン」「ムハンマドの生涯」

「宗教の基礎知識」が必修とされているほか，
「アラビア語」が必修とされていることがイ
マーム・ハティプ中学校のカリキュラムの特徴
であることがわかる。
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表 1　中学校の科目と時間数（2012年）

科目 学年 5 6 7 8
必修科目
トルコ語 6 6 5 5
数学 5 5 5 5
科学 4 4 4 4
社会 3 3 3
共和国革命史とアタテュルクの原
則 － － － 2

外国語 4 4 4 4
宗教文化と道徳 2 2 2 2
芸術 1 1 1 1
音楽 1 1 1 1
体育 2 2 2 2
テクノロジーとデザイン － － 2 2
生活指導とキャリアプラン － － － 1
必修科目計 28 28 29 29
選択科目

宗教，
道徳と
価値観

クルアーン 2 2 2 2
ムハンマドの生涯 2 2 2 2
宗教の基礎知識 2 2 2 2

言語と
表現

読むスキル 2 2
書くスキル 2 2 2 2
生きた言語と方言 2 2 2 2
コミュニケーションとプ
レゼンテーションスキル － － 2 2

外国語 外国語 2 2 2 2

科学と
数学

科学の応用 2 2 2 2
数学の応用 2 2 2 2
環境と科学 － － 2 2
情報技術とソフトウェア 2 2 2 2

芸術と
スポー
ツ

芸術 2 2 2 2
音楽 2 2 2 2
スポーツ 2 2 2 2
演劇 2 2 － －
知的ゲーム 2 2 2 2

社会

国民文化 － 2 2 －
メディアリテラシー － － 2 2
法と正義 － 2 2 －
思考教育 － － 2 2

選択可能時間 8 8 8 8
合計 36 36 37 37

MEB, 2012a, p. 39.

表2　イマーム・ハティプ中学校の科目と時間数（2012年）

科目 学年 5 6 7 8
必修科目
トルコ語 6 6 5 5
数学 5 5 5 5
科学 4 4 4 4
社会 3 3 3
共和国革命史とアタテュルクの原
則 － － － 2

外国語 4 4 4 4
宗教文化と道徳 1 1 1 1
芸術 1 1 1 1
音楽 1 1 1 1
体育 1 1 1 1
テクノロジーとデザイン 2 2
生活指導とキャリアプラン 1
クルアーン 2 2 2 2
アラビア語 4 4 3 3
ムハンマドの生涯 2 2 2 2
宗教の基礎知識 2 2 2 2
必修科目計 36 36 36 36
選択科目

言語と
表現

読むスキル 2 2 2 2
書くスキル 2 2 2 2
生きた言語と方言 2 2 2 2
コミュニケーションとプ
レゼンテーションスキル － － 2 2

外国語 外国語 2 2 2 2

科学と
数学

科学の応用 2 2 2 2
数学の応用 2 2 2 2
環境と科学 2 2
情報技術とソフトウェア 2 2 2 2

芸術と
スポー
ツ

芸術 2 2 2 2
音楽 2 2 2 2
スポーツ 2 2 2 2
演劇 2 2
知的ゲーム 2 2 2 2

社会

国民文化 － 2 2
メディアリテラシー － － 2 2
法と正義 － 2 2
思考教育 － － 2 2

選択可能時間 4 4 4 4
合計 40 40 40 40

MEB, 2012b.
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2 ．共和国成立以降の世俗主義と宗教教育を巡
る動きと「宗教文化と道徳」の教育的意義
─先行研究から─
2012年の教育改革の内容として注目すべき点

は数多くあるが，本稿では1997年の教育改革に
よって廃止されたイマーム・ハティプ中学校の
再開と，中学校の選択科目として「クルアー
ン」「ムハンマドの生涯」「宗教の基礎知識」の
3 つの科目が新設されたことに注目する。なぜ
なら，この 2 つの改革は，1923年の共和国成立
以降の世俗主義と宗教教育を巡る動きを踏まえ
ると，トルコの教育において大きな意味を持つ
からである。そこで，以下では，2012年教育改
革の意義を考察する前提として，共和国成立以
降の世俗主義と宗教教育を巡る動きと「宗教文
化と道徳」の教育的意義について先行研究の内
容を中心に整理する。

⑴　世俗主義と宗教教育の変遷
トルコは1923年の共和国成立以来，世俗主義

を国家原則として掲げ，それゆえ公教育におけ
る宗教教育のあり方が常に議論の的になってき
た。共和国成立から2012年までのトルコの宗教
教育を巡る状況は，4 期に区切ることができる⑴。

第 1 期（1923年～1949年）は，宗教教育を廃
止することが世俗主義のあるべき姿と認識され
ていた時期である。トルコの世俗主義は，厳格
な政教分離を志向するフランスのライシテをモ
デルとしており，当初，宗教教育の廃止を目指
したことは不思議なことではない。日本でも公
立学校で必修科目として宗教教育を行うことは，
世俗主義（政教分離主義）の観点からは受け入
れ難いこととされているのと同様である。

しかし，第 2 期（1949年～1974年）において，
公立学校における宗教教育が再開される。「宗
教文化と道徳」という科目名の宗教教育が，
1949年に小学校の第 4 ，第 5 学年に選択科目と
して導入され，1956年には中学校に，1967年に
は高校にも導入された。また，宗教指導者の養
成を目的とするイマーム・ハティプ校も公立中
等教育機関（中学校 3 年，高校 4 年）として
1951年に設立されている。こうした宗教教育の

表 3　義務教育の科目と時間数（2005年）

科目 学年 1 2 3 4 5 6 7 8
トルコ語 12 12 12 6 6 5 5 5
数学 4 4 4 4 4 4 4 4
生活 5 5 5 － － － － －
科学 － － － 3 3 3 3 3
社会 － － － 3 3 3 3 －
市民権と人権 － － － － － － 1 1
共和国革命史とア
タテュルクの原則 － － － － － － － 2

外国語 － － － 2 2 4 4 4
宗教文化と道徳 － － － 2 2 2 2 2
芸術 2 2 2 1 1 1 1 1
音楽 2 2 2 1 1 1 1 1
体育 2 2 2 2 2 2 2 2
職業訓練 － － － 3 3 2 2 2
交通と応急処置 － － － － － 1 － 1
個人活動とグルー
プ活動 3 3 3 － － － － －

選択科目 － － － 3 3 2 2 2
計 30 30 30 30 30 30 30 30

MEB, 2005, p. 68.

表 4　小学校の科目と時間数（2012年）

科目 学年 1 2 3 4
トルコ語 10 10 8 8
数学 5 5 5 5
生活 4 4 3 －
科学 － － 3 3
社会 － － － 3
外国語 － 2 2 2
宗教文化と道徳 － － － 2
芸術 1 1 1 1
音楽 1 1 1 1
体育 5 5 5 2
交通安全 － － － 1
人権，市民権と民主主義 － － － 2
自由活動 4 2 2
計 30 30 30 30

MEB, 2012a, p. 39.
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再開の直接的な原因は複数政党制の導入に伴い，
宗教教育を求める国民の要望に応える必要が生
じたことである。イスラームの復活とも言われ
る政策転換がなされたこの時期は，フランスモ
デルの厳格な世俗主義が明確に後退した時期と
理解できる。ただし，後退したといっても世俗
主義は依然として国家原則であり続け，しだい
に世俗主義を巡る新たな対立が明らかになって
くるのが第 3 期である。

第 3 期（1974年～1997年）は，親イスラーム
政党と世俗主義勢力（最大の世俗主義勢力は軍
部）の対立の構図が明確になり，その対立が教
育に大きな影響を与えた時期である。

親イスラーム政党（当時の名称は国民救済
党）が与党として加わった連立政権において，
1974年にイマーム・ハティプ校の卒業生に対し
て一般の大学入学資格を付与する政策がなされ
たことを契機に，イマーム・ハティプ校の生徒
数は急増した。そして，親イスラーム政党の支
援によるイマーム・ハティプ校の発展を世俗主
義からの逸脱とみなして危機感を募らせたのが
軍部である。その結果，軍部は1980年に軍事
クーデタを起こし，親イスラーム政党である国
民救済党の活動を禁止した。世俗主義の擁護者
を自負する軍部であるが，軍政下の1982年に公
立学校における宗教教育が必修化された。一見
すると，公立学校における宗教教育を必修化す
ることは世俗主義と矛盾するようにも思えるが，
世俗主義勢力である軍部が宗教教育の必修化に
踏み切ったのは次のような論理による。つまり，

「宗教教育を世俗主義国家が管理し，世俗主義
と矛盾しない宗教教育を行うことは，世俗主義
と矛盾しない。むしろ国家管理外で世俗主義と
対立するような宗教教育が行われている方が世
俗主義国家の危機である」という論理である。
こういった論理は，国家が宗教教育を行うこと
自体を政教分離に反すると理解する日本やフラ
ンスの論理とは大きく異なっている。しかし，
世俗主義を維持するための宗教教育という位置
づけが明確になったことで，その後のトルコの
宗教教育のあり方は新たな局面を迎えることに
なる。

一方で，1983年の民政移管後も，名称を福祉
党と変更した親イスラーム政党の勢力拡大は続
き，親イスラーム政党と軍部の対立が再び激し
くなった結果として生じたのが1997年の義務教
育改革である。1997年の義務教育改革は，義務
教育期間を従来の 5 年間から 8 年間に延長する
ものだが，この改革を提唱したのは軍部である。
軍部の意図は，義務教育期間の延長によって，
親イスラーム政党の支持基盤となっているイ
マーム・ハティプ校の中等段階を廃止すること
にあったとされている。実際，1997年以後は，
イマーム・ハティプ中学校は 8 年制の初等教育
学校に統合される形で廃止され，イマーム・ハ
ティプ高校のみになった。

第 4 期（1997年～2012年）は，公立学校にお
ける宗教教育の質に対する注目が高まった時期
と言える。1997年の義務教育改革によって世俗
主義を巡る対立が一段落した直後の2000年に，
宗教教育の内容は大きく改訂された。2000年以
前の宗教教育の特徴として挙げられるのは，①
イスラームの歴史的・伝統的な側面を重視する
あまり現代の実生活との乖離が生じていたこと，
②教えられる内容が固定的で批判的に検討する
ことは好まれなかったこと，③宗教上の解釈の
違いをできるだけ隠そうとし，④諸宗教の中で
イスラームが最も神聖な宗教であることを前提
としていたことである（Kaymakcan, 2006）。
2000年以前のこうした特徴は，2000年の改訂に
よって大きく変化し，「宗教文化と道徳」の授
業は次のような特徴と教育的意義を有するもの
になった。

⑵　「宗教文化と道徳」の教育的意義
「宗教文化と道徳」の教育的意義については，

宮崎（2012年）で考察を行ったので，その内容
を以下に引用する。

トルコで「宗教文化と道徳」という授業名で
行われている宗教教育の内容は，「イスラーム
を題材に現代的な道徳を学ぶ」「イスラームの
教えを単に教え込むのではない」「多宗派・多
宗教の共存を積極的に認める」という特徴を有
している。この授業の教科書は，クルアーンや
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ハディースからの引用が多用された内容になっ
ており，明らかにイスラーム教徒を対象とした
宗教教育である。しかし，イスラームの教えそ
のものを教えるというよりも，むしろ，イス
ラームを題材に現代的な道徳を教えることに重
点が置かれている。さらに，イスラームを教え
こむのではなく児童自身がイスラームを題材に
現代的な道徳について考えることや，他宗教に
ついて学ぶことを重視している。いわば，イス
ラームの教えを固定的に教えるのではなく，イ
スラームから少し距離を置いた宗教教育と言え
る。

こうした宗教教育は，他宗教について学びな
がら他宗教について理解と寛容を深めるという
点や，他宗教との比較や自宗教に対する批判的
検討を通して自宗教を相対化するという点で，
多宗教の共存が求められる多文化時代の宗教教
育として積極的な教育的意義を有している。そ
して，このように，自宗教を客観視しながら，
他宗教について学び，他宗教への寛容性を育む
ような宗教教育は，家庭・個人だけで行うこと
は難しく，むしろ様々な価値観を調整するべき
公教育が担う役割と考えられる。

しかし，こうしたトルコの宗教教育は，国内
で国民のコンセンサスを得たものではない。自
宗教の信仰を深めるための伝統的な宗教教育を
求める国民は多く，アラビア語とクルアーンの
学習に対するニーズは高い。そもそもトルコは，
国民の圧倒的多数をイスラーム教徒が占める宗
教的同質性の高い国家であり，こうした国家に
おいては，少数派宗教に配慮して，他宗教を学
ぶ多元的な宗教教育を行う必然性は低い。それ
にもかかわらず，トルコにおいて，多元的な宗
教教育を行うことができているのは，共和国成
立以来，世俗主義の原則を重視してきた結果と
言える。国内的には宗教的同質性の高い国家で
あっても，国際化・グローバル化の進展に伴い，
他宗教について学び，他宗教に対する理解を深
めることの必要性は増している。世俗主義勢力
と親イスラーム政党の対立の構図の中で翻弄さ
れてきた宗教教育ではあるが，結果的に，多文
化時代において求められる宗教教育になってい

ることは確かであり，その意味では，この宗教
教育は積極的な教育的意義を有している。

3 ．2012年義務教育改革に関する考察
前節で先行研究をもとに整理した，世俗主義

と宗教教育の変遷と「宗教文化と道徳」の教育
的意義を踏まえた上で，以下では2012年義務教
育改革について考察する。

⑴　イマーム・ハティプ中学校の再開
2012年義務教育改革でまず注目すべきは，イ

マーム・ハティプ中学校の再開である。1997年
の義務教育改革の原動力となったのは，イマー
ム・ハティプ中学校を廃止しようとする世俗主
義勢力たる軍部の意図だった。それから15年を
経た2012年義務教育改革でまたしてもイマー
ム・ハティプ中学校が注目される存在となった。
2012年義務教育改革の真の目的がイマーム・ハ
ティプ中学校の再開にあるという見方もなされ
ている（Yılmaz, 2012）。

義務教育期間の延長という教育上の重大な改
革の主要因の 1 つとしてイマーム・ハティプ中
学校が挙がってくるという事態が，1997年に続
いて2012年にも繰り返されてしまったことにな
る。1997年も2012年も就学率などの点で義務教
育期間を延長することは時期尚早に見える状況
にもかかわらず，イマーム・ハティプ中学校と
いう 1 つの学校を巡って義務教育期間の延長と
いう改革が断行されたことの是非は改めて検討
されねばならない課題である。

さらに，2012年に再開されたイマーム・ハ
ティプ中学校は，ただ単に1997年以前と同じ形
ではないことにも注意が必要である。2012年に
再開されたイマーム・ハティプ中学校のカリ
キュラムは，表 2 の通りだが，これを1997年以
前（1985年）のイマーム・ハティプ中学校のカ
リキュラム（表 5 ）と比較すると違いがわかる。
1985年のイマーム・ハティプ中学校で宗教科目
として設定されているのは，「クルアーン」 5
時間，「アラビア語」 3 時間の合計 8 時間であ
る。一方で，2012年のイマーム・ハティプ中学
校の宗教科目は，「クルアーン」 2 時間，「アラ
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ビア語」 4 時間，「ムハンマドの生涯」 2 時間，
「宗教の基礎知識」 2 時間の合計10時間で，時
間数，科目数ともに2012年の方が増加している。
つまり，2012年の教育改革は，1997年の義務教
育改革によって廃止されたイマーム・ハティプ
中学校を単に復活させただけにはとどまらず，
1997年以前よりもイマーム・ハティプ中学校の
宗教科目を強化したことになる。

⑵　宗教関連選択科目の新設
次いで，公立学校の選択科目として導入され

た宗教関連科目について検討してみよう。公立
学校では，必修科目である「宗教文化と道徳」
の時間以外に，「クルアーン」，「ムハンマドの
生涯」，「宗教の基礎知識」の 3 つの科目が選択
科目として新設された。この 3 つの科目の教科
書（第 5 学年用）の目次は表 6 の通りである。

表 6 を見てわかるように，これらの科目は，
それぞれイスラームに関する知識と理解を深め
るための科目である。その中でも特に注目すべ
きは，「クルアーン」である。「クルアーン」の
2 章 1 「クルアーンを読むことを学ぶ」では，
アラビア語の基礎が扱われ， 2 章 2 「読むべき
章と文」では，アラビア語のクルアーンの一部

（雌牛章）が掲載されている。共和国成立以来，
トルコの公教育ではアラビア語の教育はイマー
ム・ハティプ校で行われているのみで，公立普
通学校ではアラビア語に触れられることはな
かった。つまり，2012年以前のトルコでは，公
立普通学校でアラビア語を教えないことが公教
育における世俗主義の譲れない一線と認識され
ていたとも言えるが，2012年の教育改革で導入
された「クルアーン」の授業は，その一線を明
確に越えてしまったことになる。その意味で，
この「クルアーン」の授業の持つ意味は大きい。

さらに，選択科目として新設された宗教関連
科目には，既存の「宗教文化と道徳」と重複す
る内容もある。表 7 を見てもわかるように，

表 5　イマーム・ハティプ中学校の
科目と時間数（1985年）

科目 学年 1 2 3
世俗科目
トルコ語 5 5 5
数学 4 4 4
理科 4 4 4
社会 4 4 3
共和国革命史とアタテュルクの原則 － － 2
外国語 3 3 3
宗教文化と道徳 2 2 2
美術 1 1 1
音楽 1 1 1
体育 2 2 1
世俗科目計 26 26 26
宗教科目
クルアーン 5 5 5
アラビア語 3 3 3
宗教科目計 8 8 8

MEB, 1985, pp. 28－29.

表 6　宗教関連選択科目の教科書目次

「クルアーン」（第 5 学年）
1 章　クルアーンを知る
　 1 　クルアーンを学ぶ
　 2 　クルアーンのメッセージを理解する
2 章　クルアーンを読む手引き
　 1 　クルアーンを読むことを学ぶ
　 2 　読むべき章と文
　 3 　暗記すべき祈り，章，意味

「ムハンマドの生涯」（第 5 学年）
1 章　ムハンマドの生涯を振り返る
2 章　清潔
3 章　ムハンマドの道徳
4 章　ムハンマドと子ども
5 章　子どもの義務
6 章　皆の友人であり兄弟であるムハンマド

「イスラームの基礎知識」（第 5 学年）
1 章　イスラーム入門
2 章　イスラームにおける創造
3 章　六信
4 章　五行
5 章　イスラームにおける親切
6 章　イスラームにおける責任

MEB, 2012c.
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「宗教文化と道徳」には，六信五行，ムハンマ
ド，クルアーンについての内容が多く含まれて
おり，これは選択科目の「クルアーン」「ムハ
ンマドの生涯」「イスラームの基礎知識」に共
通する内容である。イマーム・ハティプ中学校
では，「宗教文化と道徳」の時間数が 1 時間に
削減されているが，これは，「クルアーン」「ム
ハンマドの生涯」「イスラームの基礎知識」を
必修科目としており，内容が重複するためであ
ろう。この重複が今後どのように整理されてい
くのか（あるいはそのままなのか）は，今後の
トルコの宗教教育を巡る状況を考える上で慎重
に見守らなければならない点である。今後，

「宗教文化と道徳」が，選択科目の宗教関連科
目に比べて，宗教教育として中途半端な内容と
見なされ形骸化していくのか，それとも，宗教
教育としての内容を選択科目の宗教関連科目に
委ねることで，宗教と一定の距離をおいた価値
教育として精選されたものになっていくのか，
いずれの可能性も考えられる。

⑶　多文化時代に求められる宗教教育の観点か
らの考察
2012年の義務教育改革に伴い，イマーム・ハ

ティプ中学校が再開されたことと，公立学校で
宗教関連選択科目が新設されたことで，共和国
成立以来，最もイスラームに基づく宗教教育が
強化された状況がもたらされたことになる。従
来の「宗教文化と道徳」の授業だけではイス
ラームの教育として物足りないと感じていた国
民にとっては，歓迎すべき改革となったことは
間違いない。特に，国民のニーズが高かった，
クルアーンとアラビア語の教育の選択肢が設け
られたことの意味は大きい。共和国成立以来，
世俗主義との関係で，公教育においてイスラー
ム教徒がイスラームのことを学ぶことに制限が
かけられていたことは確かであり，その意味で
はようやくイスラーム教徒が自らの宗教を十分
に学ぶ教育が公教育で受けられる道が開かれた
と言える。

しかし，こうした宗教教育の強化が，近年の
多文化化が進む多文化時代にふさわしいかどう
かについては検討が必要である。「 2 －⑵　『宗
教文化と道徳』の教育的意義」で取り上げたよ
うに，2012年以前のトルコの宗教教育は，世俗
主義との関係でイスラームを十分に教えること
ができなかったがゆえに，結果的に，イスラー
ムに一定の距離を置き，自宗教を客観視しなが
ら，他宗教について学び，他宗教への寛容性を
育むという，多文化時代に適した宗教教育と
なっていた。しかし，この長所が，2012年の義
務教育改革に伴う宗教教育の強化によって，失

表 7　「宗教文化と道徳」教科書目次

第 4学年
1 章　宗教と道徳について知っていますか？
2 章　清潔
3 章　ムハンマドを知る
4 章　クルアーンを知る
5 章　愛，友情，兄弟愛
6 章　家族と宗教

第 5学年
1 章　アッラーを信じること
2 章　礼拝に関する知識
3 章　ムハンマドと家族の生涯
4 章　クルアーンの基礎教育的な性質
5 章　喜びと悲しみを分け合う
6 章　祖国と国民を愛する

第 6学年
1 章　預言者と啓典を信じる
2 章　礼拝
3 章　最後の預言者ムハンマド
4 章　クルアーンの主なテーマ
5 章　イスラームで避けられるべき行い
6 章　イスラームとトルコ人

第 7学年
1 章　天使と来世を信じる
2 章　断食
3 章　 1 人の人間と預言書としてのムハンマド

4 章　イスラーム思想における様々な解釈
5 章　宗教と美しい道徳
6 章　文化と宗教

第 8学年
1 章　運命を信じる
2 章　ザカート，巡礼，犠牲祭の信仰儀礼
3 章　聖ムハンマドの人生に見られる模範的な

行い
4 章　クルアーンの知恵と知識
5 章　イスラームにおける悪習
6 章　様々な宗教と普遍的な教え

MEB, 2012d.
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われてしまう危険性も十分にある。特に，「宗
教文化と道徳」の授業が，イスラームを学ぶこ
とに制限が強かった時代の遺物と認識され，イ
スラームを学ぶ者にとっては中途半端なものと
して軽視されてしまうような状況が生じた場合
には，トルコの宗教教育は，イスラームの信仰

（自宗教の信仰）を深めるためだけのものに
なってしまう。

そうならないためにも，「宗教文化と道徳」
と新設の宗教関連選択科目の内容の重複を整理
していく必要がある。多文化時代においては，
自宗教を学ぶだけでなく，他宗教についても学
び，自宗教を相対化しながら，多文化時代にふ
さわしい知識・態度・考え方を身につけること
が必要である⑵。そのことを踏まえると，例え
ば，新設の宗教関連選択科目をイスラームの信
仰を深めるための宗教教育に特化する一方で，

「宗教文化と道徳」の授業を多文化時代に求め
られる知識・態度・考え方を養うものとして明
確に位置づけることで，それぞれ異なった観点
から宗教について学ぶといった方法は有効であ
ろう。

また，イスラーム教徒向けの宗教教育ばかり
が重視されることも多文化尊重の観点からは必
ずしも望ましいことではない。イスラーム教徒
向けに宗教教育を充実したのであれば，イス
ラーム教徒以外の少数派宗教を信仰する者に対
して，宗教教育を受ける選択肢を増やすことも
必要になる。言語教育においては，2012年の教
育改革による選択科目「生きた言語・方言」の
活用と，2013年の民主化法案による私立学校で
の母語教育の拡充によって，多様な言語教育を
選択することが可能になりつつある（Radikal
紙，2013年 9 月30日付）。言語教育と同様に，
宗教教育においても多様な選択肢を設ける必要
がある。中学校における宗教関連選択科目は，
現在のところ，イスラームに関するものばかり
だが，イスラーム以外の宗教に関する選択科目
を設けるなどの形で選択肢を増やすことが必要
である。

「 2 －⑴　世俗主義と宗教教育の変遷」で
扱ったこれまでのトルコの経緯と2012年義務教

育改革の内容を併せて振り返ってみると，（1997
年義務教育改革という例外はあるものの）トル
コの世俗主義は，宗教教育の再開・強化という
形で緩和され続けてきたとも言える。共和国成
立初期の世俗主義が厳格すぎたからこそ生じた
状況だが，2012年義務教育改革によって，クル
アーン・アラビア語の教育とイマーム・ハティ
プ中学校という長らく国民のニーズが高かった
形の宗教教育がようやく行われるようになった。
ニーズが満たされた形になったからこそ，この
後，トルコの宗教教育がどのように進んでいく
のかが重要な意味を持つ。例えば，「宗教文化
と道徳」の授業が形骸化し，イスラーム教徒向
けの宗教教育ばかりが強化された場合には，も
はや公教育において世俗主義が維持されている
とは言えない状況になってしまう。いつまでも
世俗主義にこだわる必要はないと考えることも
できるが，共和国成立以来，世俗主義と宗教教
育の問題で試行錯誤を繰り返してきたトルコだ
からこそ，その経験を無駄にしない宗教教育の
あり方に辿り着くことが期待される。

そのためにも，公教育において宗教教育を行
うことの意味は，自宗教について学ぶことだけ
でなく，自宗教を客観視し他宗教への寛容性を
育むことにもあるという点が改めて認識されな
ければならないのではないか。

おわりに
本稿で検討したように，トルコの2012年義務

教育改革は，世俗主義と宗教教育の関係におい
て大きな意味を持つ重要な改革である。イス
ラームに関する宗教教育が強化・拡充されたこ
とで，従来のイスラームと一定の距離を置いた
宗教教育である「宗教文化と道徳」の授業がど
のような位置づけに変化するかは，今後のトル
コの宗教教育の行方を左右する重大な分かれ道
である。イスラームの信仰を深めるような宗教
教育に対する国民のニーズを満たしながらも，
他宗教を学び自宗教を相対化することによって
多文化時代にふさわしい知識・態度・考え方を
身につけることができるような宗教教育を行っ
ていくことが期待される。多文化時代において



─ 29 ─

発 達 教 育 学 部 紀 要

は，公教育の宗教教育に求められることは，自
宗教の信仰を深めることだけではなく，他宗教
と共存できるような態度を養うことである。こ
れまでイスラームと一定の距離を置いた宗教教
育によって，後者（他宗教との共存）という点
では積極的な教育的意義を有していたトルコの
宗教教育が，これまで軽視されていた前者（自
宗教の信仰）を重視するあまり，多文化時代の
公教育に求められる宗教教育のあり方に逆行す
るようなことにならないことを期待したい。

今後のトルコの宗教教育の行方を占う上でま
ず注目すべきは，新設の宗教関連科目を選択す
る生徒の割合と，また，イマーム・ハティプ中
学校に進学する生徒の割合であろう。なぜなら，
それらの割合が高いほど，従来の「宗教文化と
道徳」のみの宗教教育のあり方に不満を持つ者
が多かったことになるからである。この点につ
いて調査しながら，トルコの宗教教育の行方を
検討していくことが今後の課題である。

注
⑴　四期の区分やその内容については宮崎（2012

年）を主に参考にした。その他に，世俗主義
と宗教教育の変遷に関して参考にしたのは，
澤江（2012年），宮崎（2003年），Bilgin

（1993）， Kaymakcan（2006）， Özdalga
（1999），Tarhan（1996）である。

⑵　この点に関しては，宮崎（2013年）で詳しく
論じた。
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